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に









7 8

K患者会は、C型肝炎の正体や治療法がまだ解明されていなかった約
40年前から、当事者として活動を続けています。活動当初は、家族に
さえ病気について理解してもらうのが難しい時代でした。正確な知識
がほとんどなかったため、医療講演会や
学習会を通じて知識を深めるとともに、
「なんでも話そう会」等の交流会を開催し
ています。

T患者会では、肝臓専門医が回答する「肝
臓病なんでも相談会」を定期的に開催して
います。これまで行っていた個別相談か
ら、参加者全員が回答を共有できる形式の
公開相談会に変更したことで、より多くの
患者の疑問を一度に解決することができ
るようになりました。

J患者会は、残念ながら亡く
なられた肝炎患者さんのご
家族と連携しながら、活動
を継続しています。患者を
失った家族が感じる喪失感
に寄り添うことができ、そ
の気持ちを和らげることに
つながっています。

肝炎になって、誰にも相談できず、一人で悩みや不安を抱え込む人が多くいま
す。そんな時に同じ病気を持つ人と交流することで、気持ちの支えになることが
あります。そのような交流の場が全国で設けられており、心の交流だけでなく、
情報収集や交換などをして、肝炎に関する理解を深めることもできます。

2. 交流の場をつくる

孤独に陥りがちな肝炎患
者は同病者同士で心を開
き、打ち解けることによっ
て、不安が取り除かれ前向
きに治療へ取り組むことが
できます。

先輩患者肝炎医療コーディネーターの活動紹介

肝炎医療コーディネーターだと気負わず交流の場に
参加してみましょう。複数人集まれば、きっと有意義
な話の輪が広がることでしょう。
参加する際は、さりげなく肝炎医療コーディネーター
のバッジを着けてみてはいかがでしょうか？

肝臓専門医からのメッセージ

活動事例１：交流会・学習会

活動事例3：遺族との連携

活動事例2：相談会
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